
本
校
の
部
活
動
の
活
躍
に
よ
り
、
正
門
前
に
新
し

い
横
断
幕
が
登
場
し
ま
し
た
。
三
月
の
全
国
大
会
に

出
場
す
る
ボ
ー
ト
部
、
十
一
月
に
九
州
大
会
に
出
場

し
た
柔
道
部
の
益
々
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
一
六
校
が
対
戦

し
た
Ｍ
Ｂ
Ｃ
旗
争
奪
高
校
野
球
選
抜
一
年
生
大
会
に

お
い
て
、
本
校
野
球
部
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
決

勝
の
神
村
学
園
戦
で
は
、
延
長
十
一
回
の
死
闘
を
制

し
て
の
優
勝
で
し
た
。戦
績
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

川
内
０
―
２
鹿
屋
、
鹿
児
島
玉
龍
０
―
１
鹿
屋
、

鹿
児
島
実
業
３
―
４
鹿
屋
、
神
村
学
園
２
―
３
鹿
屋

十
一
月
一
九
日
（
金
）
に
、
野
外
実
習
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
、
郷
土
の
歴
史
や
地
理
、

自
然
に
直
接
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
郷
土
へ
の
関
心

を
深
め
る
と
と
も
に
、
観
察
・
実
習
し
た
こ
と
を
自

分
で
ま
と
め
る
態
度
や
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
校
の
野
外
実
習
は
、

昭
和
四
五
年
に
始
ま
っ
た
（
昭
和
四
七
年
か
ら
現
在

の
コ
ー
ス
に
な
っ
た
）
歴
史
あ
る
活
動
で
す
。

当
日
は
絶
好
の
秋
空
の
下
、
南
回
り
班
と
北
回
り

班
の
二
班
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

説
明
役
の
先
生
方
は
、
事
前
に
下
見
を
し
、
ま
た
、

放
課
後
を
利
用
し
て
何
度
も
事
前
研
修
を
行
い
ま
し

た
。現

在
、
面
接
練
習
を
行
っ
て
い
る
三
年
生
が
思
い

出
に
残
る
行
事
を
述
べ
る
際
に
必
ず
出
て
く
る
の
が

こ
の
野
外
実
習
で
す
。
一
年
生
に
は
、
観
察
・
実
習

し
た
内
容
を
レ
ポ
ー
ト
に
し
っ
か
り
ま
と
め
て
も
ら

い
た
も
の
で
す
。
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第５０号
平成２２年

１１月３０日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

十
二
〜
一
月
の
主
な
行
事
予
定

十
二
月

一
日
（
水
）
期
末
考
査
最
終
日

〃

防
災
避
難
訓
練

〃

一
年
奉
仕
作
業

四
日
（
土
）
三
星
道
場
⑧

〃

代
ゼ
ミ
記
述
模
試
（
三
年
）

[

〜
五
日]

一
〇
日
（
金
）
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ

一
六
日
（
木
）
生
徒
総
会

一
八
日
（
土
）
三
星
道
場
⑨

二
四
日
（
金
）
終
業
式

二
七
日
（
月
）
冬
季
課
外
（
全
学
年
）

[

〜
二
八
日]

二
九
日
（
水
）
三
年
特
別
学
習
会

[

〜
一
月
三
日]

一
月一

日
（
土
）
元
日

四
日
（
火
）
冬
季
課
外
（
三
年
）

[

〜
七
日]

一
一
日
（
火
）
始
業
式

〃

セ
ン
タ
ー
試
験
激
励
会

〃

実
力
考
査
（
一
・
二
年
）

[

〜
一
二
日]

一
四
日
（
金
）
第
三
回
生
活
実
態
調
査

一
五
日
（
土
）
三
星
道
場
⑩

〃

セ
ン
タ
ー
試
験

[

〜
一
六
日]

二
二
日
（
土
）
進
研
記
述
模
試
（
一
・
二
年
）

[

二
年
の
み
〜
二
三
日]

二
三
日
（
日
）
第
三
回
英
語
検
定(

本
校
会
場)

二
七
日
（
木
）
生
鮮
芸
術
市
場

[

〜
三
〇
日]

二
九
日
（
土
）
三
星
道
場
⑪

三
〇
日
（
日
）
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

（
一
・
二
年
希
望
者
）

※

都
合
に
よ
り
変
更
・
追
加
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

「

ふ

る

さ

と

の

よ

さ

を

発

見

！

」

十
一
月
一
九
日
（
金
）

一
年
生
野
外
実
習

（
高
山
肝
属
本
城
・
東
串
良
唐
仁
古
墳
群
等
観
察
）

正
門
前
に

新
し
い

横
断
幕
が
登
場

全
国
高
等
学
校
選
抜
競
漕
大
会
（
３
月
）

ボ
ー
ト
部
出
場

九
州
高
等
学
校
新
人
柔
道
大
会
（

月
）

柔
道
部
出
場

11

Ｍ
Ｂ
Ｃ
旗
争
奪
高
校
野
球
選
抜
一
年
生
大
会

優
勝
（

月
）

野
球
部

11

Ｍ
Ｂ
Ｃ
旗
優
勝
の
様
子
（
野
球
部
）

大隅線の歴史碑

１年生への職業講話を開催 １１月１３日（土）

本校では，毎年，生徒の進路意識を高め，高校生としての勤労観や職業観

を養うとともに，自らの生き方や進路選択の糧にすることを目的に，１年生

を対象とした職業講話を開催しています。

今年も１２人の皆様に，１０講座に分かれて御講義を頂きました。

講師は，本校卒業生を中心に，地元の各方面で活躍されておられる方々を，

弁護士（アーバンリバティズ），看護師（県民健康プラザ鹿屋医療センター），

栄養士（鹿屋保健所），保育園（白崎保育園），設計士（プラスディー設計室），

公務員（鹿屋市役所），マスコミ（南九州新聞社），地場産業（株式会社「櫻

岳」），福祉（鹿屋長寿園），サービス業（ＪＴＢ）の各職種からお願いしまし

た。生徒たちは，実体験から導かれた講話を聞き，将来の人生設計に役立て

ながら，なお一層勉学に励もうと決意したようでした。



三
泊
四
日
の
日
程
で
、
二

年
生
三
一
四
人
が
関
西
方
面

へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
修
学
旅
行
の
目
的
は
、

京
都
・
奈
良
・
大
阪
の
歴
史

や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

自
国
の
歴
史
・
文
化
を
尊
重

す
る
態
度
を
は
ぐ
く
む
と
と

も
に
、
集
団
生
活
を
通
し
て

生
徒
相
互
の
友
情
と
社
会
性

を
養
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

奈
良
・
大
阪
の
訪
問
先
は
、

法
隆
寺
、
薬
師
寺
、
奈
良
公

園
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ

オ
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
三
日
目
の
京
都
市
内
の
班

別
自
主
研
修
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
金
閣
寺
や
銀

閣
寺
、
二
条
城
な
ど
の
世
界
遺
産
を
巡
っ
た
り
、
大

学
を
訪
問
し
た
り
し
て
、
各
々
の
グ
ル
ー
プ
の
目
的

を
達
成
し
て
い
ま
し
た
。
出
発
時
間
十
分
前
に
は
集

合
す
る
な
ど
、
三
星
健
児
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で

き
た
修
学
旅
行
で
し
た
。

関西への修学旅行
（２年生）

１１月１６日（火）～１９日（金）
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先
生
方
も
頑
張
っ
て
い
ま
す

―
学
力
向
上
へ
の
本
校
の
取
組
―

本
校
で
は
、
県
教
委
の
学
力
向
上
推
進
校

一
三
校
の
一
校
と
し
て
地
域
の
学
力
の
向
上

と
先
生
方
の
授
業
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。毎

年
開
催
し
て
い
る
「
公
開
授
業
」
で
は
、

今
年
度
は
七
月
六
日
（
火
）
に
地
域
の
小
・

中
・
高
等
学
校
五
二
名
の
先
生
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
本
校
の
学
力
向
上
へ
の
取
組

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
学
力
向
上

策
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
校
独
自
の
取
組
と
し
て
は
、
六

月
と
一
一
月
の
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
、
相
互
に

授
業
を
公
開
し
、
互
い
の
授
業
の
よ
い
と
こ

ろ
や
改
善
点
を
指
摘
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
取
組
に
よ
り
、
教
科
の
枠
を
超
え
て
授
業

を
参
観
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
一
一
月
一
七
日
（
水
）
の
第
一

鹿
屋
中
学
校
出
前
授
業
で
は
、
五
名
の
先
生

方
が
出
張
授
業
に
伺
い
、
中
学
生
の
皆
さ
ん

か
ら
「
早
く
鹿
屋
高
校
の
授
業
を
受
け
た

い
。
」
と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
県
教
委
が
委
嘱
し
た
「
学
力
向
上

推
進
委
員
」
が
本
校
に
は
四
人
お
り
、
年
間

五
回
の
研
究
会
を
通
し
て
、
難
関
大
学
の
入

試
問
題
の
分
析
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鹿
屋
高
校
で
は
、
「
授
業
で
勝
負
」
を
合

い
言
葉
に
、
こ
れ
か
ら
も
学
力
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

法隆寺に到着

ガイドさんの説明を傾聴

荘厳なる薬師寺に圧倒薬師寺和尚さんの法話に感動奈良公園の鹿と戯れる

ＰＴＡ研修視察
１１月１７日（水）

保護者５３人と職員１人の総勢

５４人で，ＰＴＡ研修視察を実施

しました。研修先は，鹿児島国際

大学，鹿児島大学で，子どもの進

路を検討したり大学生活を知った

りする上で意義あるものとなりま

した。

出発が午前８時，帰着も午後５

時という強行軍でしたが，充実し

た研修になりました。来年度は，

更に新たな研修視察先を開拓した

いとの感想も聞かれました。

本校生徒の進路希望状況（上段が１０月調査，下段は４月調査）（ ％ ）

学年 進 学 就 職

大 学 短 大 専修等 未 定

１年 ８２．９ (79.4) １.６ ３.５ ８.９ ２.８

７４．７ (73.1) １.９ ３.５ １８.７ １.３

２年 ８８．０ (84.5) １.６ ２.５ ５.０ ２.８

８１．８ (79.9) １.３ １.６ １１.６ ３.８

３年 ８９．３ (81.9) ３.２ ２.９ ０.０ ３.９

８９．０ (84.2) １.９ ３.２ １.６ ３.９

※ （ ）内は，各学年の全体数に対する国公立大学希望者の割合

毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.edu.pref.kagoshim

a.jp/sh/K
anoya/

「
鹿
屋
高
等
学
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。




